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クローンのスプリット

SnapManager では、 FlexClone テクノロジを使用して作成された既存のクローンをスプ
リットして管理できます。FlexClone テクノロジでは、クローンと元のデータベースは
同じ物理データブロックを共有します。

クローンスプリット処理を実行する前に、スプリットされるクローンの推定サイズと、アグリゲートで使用可
能なスペースを確認しておくことができます。

クローンスプリット処理が成功すると、 SnapManager によって新しいプロファイルが生成されま
す。SnapManager が新しいプロファイルの作成に失敗した場合は、手動で新しいプロファイルを作成できま
す。新しいプロファイルを使用すると、データベースのバックアップの作成、データのリストア、およびクロ
ーンの作成を行うことができます。クローンスプリット処理が成功した場合は、新しいプロファイルが作成さ
れたかどうかに関係なく、クローン関連のメタデータがリポジトリデータベースから削除されます。

クローンのスプリットに関連して次のタスクを実行できます。

• クローンスプリットの見積もりを表示します。

• プライマリストレージ上のクローンをスプリットします。

• セカンダリストレージ上のクローンをスプリットします。

• クローンスプリット処理のステータスを表示します。

• クローンスプリット処理を停止します。

• プロファイルと基盤となるストレージを破棄します。

• スプリット・クローン用に作成されたプロファイルを削除します。

クローンを親ボリュームからスプリットすると、そのクローンボリュームに関連付けられている Snapshot コ
ピーは削除されます。クローンスプリット処理の前にクローンデータベースに対して作成されたバックアップ
は使用できません。これらのバックアップの Snapshot コピーが削除され、バックアップはリポジトリ内の古
いエントリのままになるためです。

クローンスプリットの見積もりを表示します

クローンスプリットの見積もりから、アグリゲートの使用可能な合計空きスペース、ク
ローンと元のデータベースで共有しているスペース、およびクローン専用のスペースを
確認できます。また、クローンが作成された日時と、クローンの作成日時も表示できま
す。この概算値に基づいて、クローンをスプリットするかどうかを決定します。

クローンスプリットの見積もりを表示するには、元のクローンのプロファイル名、およびクローン処理のラベ
ルまたは GUID を入力する必要があります。クローンが別のホストにある場合は、ホスト名を指定できます。

1. クローンスプリットの推定値を表示するには、次のコマンドを入力します。 `mo clone split -estimate

-profile [-hoshostname] [-labelclone -label|-idclone -id] [-quiet | -verbose

次に、クローンスプリットストレージの推定値を計算するコマンドの例を示します。
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smo clone split-estimate

-profile p1 -label clone_test_label

プライマリストレージまたはセカンダリストレージ上のクロー
ンをスプリットする

clone split コマンドを使用すると、クローンをスプリットできます。クローンスプリッ
トが完了すると、クローンメタデータはリポジトリデータベースから削除され、クロー
ンに関連付けられているバックアップは削除または解放できます。

スプリット処理の成功後に作成された新しいプロファイルを使用して、スプリットクローンが管理されます。
新しいプロファイルは、 SnapManager 内の他の既存のプロファイルと同様に作成されます。このプロファイ
ルを使用して、バックアップ、リストア、およびクローニングの処理を実行できます。

また、新しいプロファイルに E メール通知を設定することもできます。これにより、データベース管理者
に、プロファイルを使用して実行されたデータベース処理のステータスを通知できます。

SnapManager でスプリット処理がサポートされるのは、 FlexClone で実行した場合のみです。

スプリット処理が失敗した場合は、エラーの理由を示す適切なエラーメッセージが表示されます。複数の処理
のステータスは、処理ログにも表示されます。例：

--[ INFO] The following operations were completed:

Clone Split : Success

Profile Create : Failed

Clone Detach : Success

クローンスプリット処理の成功または失敗後にダンプファイルを収集することもできます。

clone split コマンドを入力したあとに、クローンスプリット処理が開始されるまで
SnapManager サーバを停止しないでください。

SnapManager アカウント（ osaccount および osgroup ）に値を指定しなくても、プロファイ
ルが生成されます。

1. 次のコマンドを入力します。 smo clone split-profilecdl-profile-hosdosthostname [-labelclone-label |

-idclone-idclone-operation -labelsplit-commentnew-fenew-profile-profile-profile-profilenew-profile-password

-dbnamerepername-hostname-hostname -usernamersdeldbname -hostname -hostname

-hostdbandername -usernamedname -hostname -usernamedname -hostname -hostname

-usernamedname -username -hostname -hostname -username -username -username -hostname

-usernamedname -username -username -hostname -hostname -username -username -hostname

-hostname -hostname -hostname -username -adminb -adminb -username -username -username

-username -username -hostname -username -username -username -username -username -username

-username -username -username -username -username -username -username -username -username
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-username -username -username -username -

クローンスプリットプロセスのステータスを表示します

開始したスプリットプロセスの進行状況を表示できます。

1. クローンスプリット処理の進捗状況を表示するには、次のコマンドを入力します。 `mo clone split-status-

profile [-hoshostname] [-labelsplit-label | -idsplit-id] [-quiet | -verbose

smo clone split-status -profile p1 -id 8abc01ec0e78f3e2010e78f3fdd00001

クローンスプリットプロセスの結果を表示します

開始したクローンスプリットプロセスの結果を表示できます。

1. クローンスプリット処理の結果を表示するには、次のコマンドを入力します。 `mo clone split -result

-profile profile [-hosthosthostname] [-labelsplit-label | -idsplit-id] [-quiet | -verbose

smo clone split-result -profile p1 -id 8abc01ec0e78f3e2010e78f3fdd00001

クローンスプリット処理を停止しています

実行中のクローンスプリットプロセスを停止できます。

スプリットプロセスを停止した後で再開することはできません。

1. クローンスプリット処理を停止するには、次のコマンドを入力します。「 mo clone split -stop-profile

profile [-hosthosthostname] [-labelsplit-label | -idsplit-id 」 [-quiet | -verbose 」

smo clone split-stop -profile p1 -id 8abc01ec0e78f3e2010e78f3fdd00001

プロファイルの削除

プロファイルは、他の処理で現在使用されている成功したバックアップが含まれていな
いかぎり削除できます。解放または削除されたバックアップを含むプロファイルを削除
できます。

1. 次のコマンドを入力します。 `mo profile delete -profile profile [-quiet | -verbose ]

クローンスプリット用に作成された新しいプロファイルを削除できます。プロファイルの削除中にを削除
しても、 SnapManager のコマンドラインインターフェイスにプロファイルを削除しようとすると、あと
で破棄できないことを示す警告メッセージが表示されます。
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smo profile delete -profile AUTO-REVEN

プロファイルの削除

SnapManager を使用すると、スプリットクローン（データベース）に関連付けられたプ
ロファイルを、基盤となるストレージとともに削除できます。プロファイルを削除する
前に、関連付けられたバックアップとクローンを削除する必要があります。

1. スプリット・クローン操作およびスプリット・クローン・データベースを使用して作成したプロファイル
を削除するには、次のコマンドを入力します。 `mo profile destroy -profile destroy -profile profileprofile[-

hoshostname] [-quiet | -verbose

smo profile destroy -profile AUTO-REVEN

リポジトリデータベースからクローンスプリット処理サイクル
を削除します

リポジトリデータベースから、クローンスプリット処理サイクルエントリを削除できま
す。

1. リポジトリデータベースからクローンスプリット処理サイクルエントリを削除するには、次のコマンドを
入力します。 smo clone split -delete -profile profile [-hosthosthostname] [-labelsplit -label|-idsplit-id] [-quiet

| -verbose

smo clone split-delete -profile p1 -id 8abc01ec0e78f3e2010e78f3fdd00001
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